
実施 （直近） 今後実施（平成　２９　年度から）

環境まちづくり事業費

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 環境美化を目的に区民との協働で継続的に行っている。

事業開始年度

平成14年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 事業に対する認知度の向上を図り、新たな区民の参加を促すことで、花壇など植栽の整備を推進する。

今年度の事業の
取組内容

(1) 区内各所に設置したコンテナ・花壇の適正な維持管理
　　協力団体（「区民ミニ・ガーデン」連絡会）が適正に運営できる環境を整える。
(2) 委託による武蔵溝ノ口駅北口キラリデッキ円筒広場ガーデンの花苗植栽管理

11

単位

箇所

目標

実績

年度 ■事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

30

20

11 11

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

本事業は、高津区の玄関口である溝の口周辺の環境美化を目的に区民との協働で実
施してきたが、今後は、当課が別途実施している「公園美化」や「道路等の未利用地部
分を活用した美化の取組」とも連携を図りながら、区域全体の花と緑のまちづくりを推進
する手法を検討する必要がある。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

区民と行政との役割分担のもと行っている。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

a

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

身近な緑豊かな地域環境が求められている。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績
人

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取組

H27年度

現在行っている活動をより多く知ってもらうため、市政だより（区版）、ホームページ（区版）のほか、キラリデッキ花壇植栽
体験や溝の口駅周辺の各花壇植栽の同日作業による全体植栽の実施、活動写真展等の検討行い、目に見える形での情
報発信を行う。

指　標指標分類

□

都市化の緑の減少により、花と緑のまちづくりの推進による潤いのある空間の創出が求められている。

決算額 予算額 決算額

事業費　 1,481 1,364 1,364 1,364

予算額 決算額 予算額

国庫支出金

一般財源 1,481 1,364 1,364 1,364

平成２８年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

676100 74560

所属コード 所属名 担当者 連絡先

道路公園センター　整備課 佐々木

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26 30 05

実施期間

予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

花と緑のたかつ推進事業費

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要
区内に潤いのある空間を創出するため、市民主体による花と緑のまちづくりの推進を図ることを目的とし、次の内容を実施する。
(1)区内各所に設置したコンテナ・花壇の維持管理
(2)武蔵溝ノ口駅北口キラリデッキ円筒広場ガーデンの花苗植栽管理

担　　当

都市化によりまちの緑が減少している中、緑地や水辺の整備、花と緑のまちづくりの推進により潤いのある空間を創出する必要がある。
地域の課題と
現状

その他特財

市債

―
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

・コンテナや花壇については、連絡会と運営会議を５回開催し、連絡調整を密にして花苗の選択から花壇のデザインまで
区民主体で季節に応じた適正な植栽、維持管理を行い、環境整備を図ることができた。
・キラリデッキ植栽体験の実施を通じて、多くの区民に花や緑の楽しみを知ってもらう機会を設け、緑化の普及啓発を行う
と共に、年間を通じて良好な花壇の維持管理を行った。

活動
指標

活動
指標

コンテナ・花壇の箇所数

キラリデッキ花壇植栽体験（参加者）

目標

実績

35

H28年度 H29年度

1

2

3



実施 （直近） 今後実施（平成　　　　年度から）

環境まちづくり事業費

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由
　区役所庁舎の緑のカーテンが継続して行われ、庁舎の照明のＬＥＤ蛍光灯への交換が着実に進んでいる。これらに直接
接したり、報道等通して市民の環境・省エネルギーの啓発に大きく貢献している。

事業開始年度

平成21年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　エコシティたかつ推進方針の普及啓発行動としての「身近なアクション」を提案するほか、庁舎電灯のＬＥＤ化など庁舎の
エコシティホール化を進め、環境に関する啓発を行う。

今年度の事業の
取組内容

・　「身近なアクション」に関する講習会を実施するとともに、投稿型の取組募集を行い、結果を広報する。
・区役所庁舎のエコシティホール化の一環として緑のカーテンを実施する。
・庁舎電灯のＬＥＤ化の促進

2

単位

回

目標

実績

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

1

1

- 2

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

環境に関する区民意識の醸成に向けて、新たな手法を検討し、より効果的な身近なア
クションを実践する。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　委託団体等と協議を行い、実施方法等の改善を進める余地がある。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

b

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

　地球温暖化等へ対策は、今後とも継続して行われることを要するため、区民の環境意識の啓発も継続して行う必要があ
る。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績
回

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取組

H27年度指　標指標分類

□

　地球温暖化、資源の枯渇等地球環境の変化が唱えられて久しい。日常の生活において、生活の質を維持しながらエネ
ルギーの省力化が課題になっている。

決算額 予算額 決算額

事業費　 2,468 2,079 1,870 1,840

予算額 決算額 予算額

国庫支出金

一般財源 2,468 2,079 1,870 1,840

平成２８年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64352

所属コード 所属名 担当者 連絡先

地域振興課 渡邉

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26 30 10

実施期間

予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区環境まちづくり普及啓発事業費

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要 　エコシティたかつ推進方針に基づき、環境に関する区民意識の醸成及び行動を推進する取り組みを行う。

担　　当

　エコシティたかつの推進を図るため、区民の環境に関する意識を向上させ積極的な環境への取り組みを促す必要がある。
地域の課題と
現状

その他特財

市債

―
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

　・ 「身近なアクション」の提案を講習会等により実施し、投稿型の取組を募集し、その結果の広報を行った。
　・ 庁舎の蛍光灯をＬＥＤ蛍光灯に交換した。
　・ 緑のカーテンを実施した。

活動
指標

活動
指標

講習会開催回数

緑のカーテンの実施

目標

実績

1

H28年度 H29年度

1

2

3



実施 （直近） 今後実施（平成　　　　年度から）

―
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

　高津区民祭実行委員会を受託者とし、大山街道を会場とする区民祭のほぼ中央にメイン拠点としてごみステーションを
設置。
　展示・クールミストによる啓発を行うとともに、沿道警備・交通整理及びスタッフ・参加者の水分補給所を設置した。

目標

実績

H28年度 H29年度

1

2

3

実施期間

予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区民祭周辺環境対策事業費

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要
　20万人を動員する市内最大級のイベント「高津区民祭」において発生するごみを、単に廃棄物処理にとどまらず、地球環境問題
を考え地域住民と連携した環境対策の機会とし、会場内に「ごみステーション」を設置し分別処理や普及啓発活動を通じて環境意
識の醸成を図る。「ごみステーション」周辺に交通整理員を配置し、区民祭パレードの進行と連携した安全確保を行う。

担　　当

　「川崎市一般廃棄物処理基本計画の行動計画」、「プラスチック製容器包装の分別収集拡大」等、３Ｒ行動の周知は日常様々な
場面で行われているが、今後も普及啓発を続けていく必要があります。また、高津区が推進する「エコシティたかつ」の理念の浸透
を図り、適応策・緩和策を提示し、地域における環境意識の高揚を促す必要がある。

地域の課題と
現状

その他特財

市債

平成２８年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64351

所属コード 所属名 担当者 連絡先

地域振興課 渡邉

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 25 20 15

国庫支出金

一般財源 1,920 1,920 1,920 1,920

決算額 予算額 決算額

事業費　 1,920 1,920 1,920 1,920

予算額 決算額 予算額

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取組

H27年度指　標指標分類

□

　日々発生するごみをめぐり、その処分は大きな課題になっている。単に廃棄物として処理するにとどまらず、地球環境を
ふまえその減量化、再利用が強く求められている。

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　平成２９年度も高津区民祭の開催準備が進められており、市民の環境意識の向上に
あわせて事業内容の検討を行い、事業継続する。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　委託団体等と協議を行い、実施方法等の改善を進める余地がある。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

b

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

　ごみを「廃棄するもの」から、「資源になりうるもの」としての意識啓発は今後も継続することを要し、大量動員イベントでの
取組により、市場経済のミニマム版における循環型処理システムを実現する意義は大きい。

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

環境まちづくり事業費

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由
　地域住民の代表である区民祭実行委員会を受託者とし、対等な関係において具体的な取組内容に関する意見交換を行
い実施した結果、ごみの分別回収・減量やその他環境行動の普及啓発・周辺の安全確保に大きな効果があった。

事業開始年度

平成23年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　３Ｒ行動や、「エコシティたかつ」推進方針が地域に浸透し、具体的な環境行動が自発的に行われる環境をつくる。

今年度の事業の
取組内容

　区民祭会場内に設置した「ごみステーション」における分別回収の呼びかけ・ごみの減量やその他環境行動の普及啓発・
周辺の安全確保

単位

目標

実績

年度 □事業の見直し・改善内容

4



実施 （直近） 今後実施（平成29年度から）

環境まちづくり事業費

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 継続してイベント等を開催することで区民に環境意識の醸成を図ることができ、一定の成果があったと考えられる。

事業開始年度

平成２０年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的

(1)環境を大切にする心を育み、生活様式の変革を促すことで、「生活の質」を向上させ、豊かな市民生活の実現、新たな
文化・価値創造を目指す。
(2)水系や流域、丘陵、崖線、谷戸などのランドスケープを重視し、生命の賑わい豊かな自然共生型の都市再生を、地域
から推進する。
(3)局地的豪雨や台風の巨大化等による洪水など、気候変動によって増大すると予想される災害に適応するため、流域思
考に基づき地形や水循環の特性に即した「水災害適応型都市」づくりを推進する。

今年度の事業の
取り組み内容

(1)「エコシティたかつ」推進会議を年３回、「エコシティたかつ」推進フォーラムを年1回、開催するとともに、会議・フォーラム
を通じて、次年度以降の取り組みの方向性について検討・策定する。
(2)たかつの自然の賑わいづくり事業は、昨年度に引き続き緑ヶ丘霊園内のモデル地区において実践的な取り組みを展開
するとともに、児童向けのイベントを実施する。
(3)学校流域プロジェクトは、ビオトープ整備校に対して環境学習支援を継続実施する。また、教職員向けの研修会を実施
する。
(4）「エコシティツアー」を開催し、区内にある身近な「適応策」と「生物多様性保全」の取り組みを紹介する。

3

単位

回

回
目標

実績

回

年度 ■事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取り組み内容の実績
等

2

2

2

1

1

1

- 1

3 3

上記取り組み内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

「エコシティたかつ」推進会議や各種イベントを通じて、環境問題を身近に、かつ効果的
に感じてもらい、区民の環境意識の醸成を更に図る。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅰ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

エコシティツアーの役割分担や仕様の見直しなどにより経費削減が考えられる。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

b

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

世界的な気候変動が進行し、異常気象や局地的豪雨などが区内でも発生し始めており、従来の地球温暖化緩和策に加
えて、流域思考に基づく地球温暖化適応策と生物多様性保全の視点から取り組みを進める必要がある。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績
回

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取り組み

H27年度

児童向けイベント「たかつ生きもの探検隊」は、申し込み開始日の午前中に定員を超える申し込みがあったため、実施方
法等について見直しを行い、より多くの区民が参加できるようにする。

指　標指標分類

□

国及び市でも適応策に関する計画・方針が策定されてきており（国：気候変動の影響への適応計画（H27）、市：川崎市気
候変動適応策基本方針（H28））、適応策に関する関心・機運が高くなってきている。

決算額 予算額 決算額

事業費　 5,000 4,980 4,565 4,538

予算額 決算額 予算額

国庫支出金

169

一般財源 4,846 4,736 4,423 4,369

平成２８年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671650 64121

所属コード 所属名 担当者 連絡先

企画課 蝉川

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26 30 20

実施期間

予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

「エコシティたかつ」推進事業費

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要

「エコシティたかつ」推進方針に基づき、各プロジェクトについて、関係局や関係団体と連携して取り組みを推進し、区民の環境意
識の醸成を図りつつ、持続可能な循環型都市「エコシティたかつ」の実現を目指す。
<<各プロジェクト>>(1)「エコシティたかつ」推進会議及び「エコシティたかつ」推進フォーラム、(2)たかつの自然の賑わいづくり事
業、 (3)学校流域プロジェクト、 (4)たかつエコシティツアー

担　　当

高津区でも顕在化しつつある自然環境、社会環境、生活環境に関する諸課題に対して、地域の多様な主体が協力して、総合的
かつ多面的に取り組む必要がある。特に、世界的な気候変動（地球温暖化）が進行し、異常気象や局地的豪雨などが区内でも発
生し始めており、従来の地球温暖化緩和策に加えて、流域思考に基づく地球温暖化適応策と生物多様性保全の視点から取り組
みを進める必要がある。

地域の課題と
現状

その他特財 154 244 142

市債

―
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

(1)「エコシティたかつ」推進会議を３回開催し、平成29年度の取り組みの方向性について検討・策定した。また、「エコシ
ティたかつ」推進フォーラムを開催した（平成28年12月4日（日））。
(2)たかつの自然の賑わいづくり事業は、市立緑ヶ丘霊園において、適応策・生物多様性保全のための実践的な取り組み
を2つ実施した。①児童向けイベント「たかつ生き物探検隊」（平成28年9月24日）、②市民向けイベント「たかつ水と緑の探
検隊」（平成29年2月18日）。
(3)学校流域プロジェクトは、区内のビオトープ整備校に学習支援を実施するとともに、教員向け研修会を実施した。
(4）「たかつエコシティツアー」を開催し、区内にある身近な「適応策」と「生物多様性保全」の取り組みを紹介した（平成28
年7月26日）。

活動
指標

活動
指標

活動
指標

活動
指標

エコシティたかつ推進会議の開催

エコシティたかつ推進フォーラムの開催

たかつの自然の賑わいづくり事業の開催

たかつエコシティツアーの開催

目標

実績

1

H28年度 H29年度

1

2

3



実施 （直近） 今後実施（平成29年度から）

環境まちづくり事業

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 　かすみ提が保全され、今後の活用が可能になったという大きな成果があったと考えられる。

事業開始年度

平成20年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　地元及び市議会の意向を踏まえ、国との協議を進めて国有地であるかすみ堤を保全する。

今年度の事業の
取組内容

　庁内関係部局と連携しながら、かすみ提の保全に向けて国土交通省京浜河川事務所との調整を引き続き実施するとと
もに、今後の活用についても検討する。

単位

目標

実績

年度 ■事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

上記取組内容に
対する達成度 2

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　国がかすみ堤を河川区域として保全し、そこを市が占用するという方向性を踏まえ、
今後の事業推進手法を改めて見直し・改善のうえ継続する。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　かすみ堤が河川区域となったことを踏まえ、国や地元、庁内関係部局と協議を行いながら、効率的な事業推進手法を検
討していく。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

b

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

　これまでの地元及び市議会の意向を踏まえた国との協議の結果、かすみ堤が河川区域として保全され、本事業を推進で
きる状況となったことから、ニーズは高いものと考えられる。

　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取組

H27年度

　かすみ提を国から占用して活用、維持管理していく手法について、今後、国、地元、庁内関係部局と検討していく。

指　標指標分類

□

　国がかすみ堤を河川区域に再編入したことにともない、これまでの経過を踏まえて、市が河川区域を占用することを国か
ら求められている。

決算額 予算額 決算額

事業費　 500 0 500 0

予算額 決算額 予算額

国庫支出金

一般財源 500 0 500 0

平成２８年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671650 64123

所属コード 所属名 担当者 連絡先

企画課 髙橋

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26 30 25

実施期間

予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

水と緑のネットワークづくり推進事業

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要 　関係部局と調整を図りながら、かすみ堤の保全に向けた協議を国と進めた上で、二ヶ領用水久地円筒分水から多摩川へとつな
がる「水と緑のネットワーク」の整備や、多摩川河川敷広域避難所へのルートの確保等について調整を行う。

担　　当

　溝口駅周辺地区は多摩川崖線軸から多摩川にかけて久地緑地を中心に豊かな緑が広がり、かすみ堤、久地円筒分水から二ヶ
領用水などの歴史的資源、多摩川にそそぐ平瀬川支流など豊かな水と緑が残る地域である。
　これらのネットワークを構築することにより、生態系（生体）ネットワークの形成、観光ルートの形成、多摩川河川敷広域広場に至
る避難経路としての活用等に配慮した、地域の魅力向上（自然共生型都市再生）に向けた取り組みの検討を行う。

地域の課題と
現状

その他特財

市債

―
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

・かすみ堤の保全に向けた国との調整、庁内調整
・2月9日、かすみ堤が河川区域に再編入され、将来に渡って保全されることになった

目標

実績

H28年度 H29年度

1

2

3


